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８月 22 日（木）～23 日（金）と中学生の高校体験会が行われ、SPH 事業の取り組みについてについて代表生徒が

発表をしました。 

 

 

 

 

【代表生徒スキルアップシートの感想より】 

 学校説明や成果発表をしたことによって、SPH 事業の取り組みへの理解がより深まった。中学生に学校の

魅力を伝えられたかどうか不安になった。 

 中学生達は集中して聞いたいた。３年前まさか自分がステージに立つとは思っていませんでした。 

 自分たちがこれまで学習をしてきた SPH 事業の取り組みを発表できた。他科のことも説明することで、他科

がこれまで行ってきたことも知れた。 

 どのような取り組みを行って位いるかをわかりやすく伝えられるようにはきはきとしゃべった。パワーポ

イントとの連携がとれるようスピードを調節した。 

 ３年間で人前に立って発表する機会が何度もあったので今回の発表はあまり緊張しなかった。真剣に前を

向いて聞いてくれていて発表したことが良かったと思った。 

 聞き取りやすいようにはっきりとしゃべる。話すスピードに注意した。 

 読む早さや発音に注意することで中学生にしっかり伝えられたと思う。 

 自分は工業化学科なのでもう少し工業化学科のできる SPH 事業の研究もあるのではないかと思った。 

 

【職員の感想】 

2 日間、別の生徒に発表をしてもらった。全員が発表の経験を積んだので、発信する力が身についたと感じ

た。10 月に朱鷺メッセ、12 月に新潟県民会館で成果発表会を行い、代表生徒を中心に発信することとして

いる。 

【１日目の発表風景】 【２日目の発表風景】 


